
ると い う 考 え 方 T;･＼b きて い る ミニの で ある ｡

昭 和 4,5 早 出 埠 .海 部 地 区 ､天壌 地 区 の痩 立 て示 完 了 す 肌 ぼ ､ここ 店 家 三

河侮海 工藤 地 帝 の -賓 t し て ､乾 工寛 部 門 笈 に Ta い ､頚 部 塞 慮 この 地 域 の 才

-の商 港 と し てC)扱 乾 皇 衛 っ よ う に 息 リ .尊 顔都 市 と して の 発 展 が期 待 ゴ 耽

る .そ れ と 同 時 !Z､ 乗 三河 魔 童一工蔑 敗 軍 ､中 東 工寮 鹿 野 の イン ダ ス トリアル

'10- /jVl)碩 星 を 果 寸 都 市 と L て 官発 展 す る ことで あろ う p

御前崎地方の睦理的性格lZ陶する

考零 (要約)

島 松 隆 子

こ の 葦 寮 静 夫の 日毎 tZa ､あ る 一地 域 互選 び .ぞ こ の 杷 鰍 d7)且 つ 性 格 邑弼ら
勺＼に す る こ と であ る ｡ 3尊 顔 ヒ 電 荷 L Ir-h短 織 や 方 息 (と い っ て 宜 ､み 草 盲ヱ葛

っ て竿 紫 論 文 左巻 き 招 じめ て71J＼b Elじ め て動こつり巴無 数 や 方 宏 文 T3＼顎 リ 争い

の であ る が )を総 勧 果 して鞠魯 互行 い 呂 - そ れ 首 悉 Y_め る の で あ る つ､わ ､葦

寒 冷 丈 Fj､Ll跡 ゴ ､醸 し め く < L)酌 毎 勉 強 であ L｣又総 合 的 な 線 番 で あ ると 竃

え る .私 は そ う い つ T=勉 観 J)湯 Y し て御 前 崎 地 方 を蛍 ん Tビ バ堅由境 ､ この 地

方が 色 /J海面 題 魚 を 替 ん で い る と粒 甘)明 r=こと Lヒじ薮 的 巽 東 に鼓 い こと ､札

輩 の 方 /Pの 碍 番 地 感 !乞老 れ てい T/hこと亀 ど である 与

筒 底及び 太 古で＼包 内 客 蹟 穴 の と う りで あ る ∴ ト も

序 文 .姓 城 塞 代 の 理 由 ､葛 喉 息 ､減 り 石碑 え 方 ｡

才一車 白 祭 政 観

音 /.懲 悪 由 紅塵 鳶2 票.秩 ., 善3.地 形 ､敗感 の三穐ほっ 雲 .姻 絹頗

放 カ を 牢 ,ヒ ･TZ考 察 ･

牙 二牽 絶 好 g_み

地 形 観 象 Er街席弓~噂 ･句＼

ら葡 叫 Ie至る澄湖激

竃 幕 政 嫉 は っし.て Jn守

っ た o 閣壁の地 形 と

C)顧 豊 の宜 と･こ 珊 堅

した 巧 がより立 石変fま

れ t7＼リやす< ､鈎前

席扱者 の 姓形 隼 痩 窄

で きろ ､こ貫 けつれ たか



わ で あ る .

書/ 各地 弼 亀の鑑 哨 乳地喝塗及び容や 写 真 亡よ り倍 賎 し1-=敗形 ,iJ醸 磯 を

中Itll=各-地 巧多面 !=つ い て記 述.｡

昏2.御 前 崎 淘観 責姓 御 前崎 地 方 の車 肥紀 伝他 種 面 で みる敵 前嘩 海 蝕 竜也

につ い て この節 で更 iZ艶 噂 を植 えた ｡

昏3.姥移 移 硯の 橡 唇 ,各地形 嵐 J)対 比 皇rlう とい う ことが ､森 泉lj)冒的 で､

点 短い t7)守 .私 が行 っ た程 寛 の現 地 簡 塾 のみ で咽 ら れ＼12_払 る よ う7=a ゴ<

大 患 ,fF＼敬 一癖序 LZつ いて考 え てみ た p

牙 三 尊 人 文 環 慶観 硯 人 文 現 象 の 基 礎 y Lそ の 転悪 頻 療 t=i多 少的 リ ニみ つ

･､この)也方 の人 文頭 像 星夜 観 Lと .

妻/ 萌 前 崎 政 義 のr攻的 萄寄 主 と して この他 考 の寛落慶 生 及び 削塔 のr

曳 f･Z_つ い て ､

鼻2 挽_淡 C)大 要 ､刺節 減 地奇の ヰ JLllを なす 鞘前堵 町 はつ い て人こ上 再 現界

を業横 坑短 ど 左 中 疋 l二疫.状 の垂ら まLを選 べ る _

昏3.土地利 昭 現_良 の土地利閏 を説 喝 し ､学 ニ IZあ らわ れ る この地 方 の覇

牽f=嵩竃 O (剰 老 ば 岬 と しての 性格 +I(､あ らわれ てい る 土 池 利鞘 など )"

土 姓 和 戦 斑 を改 弼 J

卓4 受 像 立 地 和 艶嬢 御 前 崎 地 方 持 常 澄 遠 縁 か ら 11邑7rtOケ ＼ソ ト吠 漣 と 1)の

ニ=れ て い る 点小 b ま こと l二軍 苛 立姓 的環 境 が わ るく .名一彦鴬 に不利に

邑っ てい る ｡

舞 rrlm 牽 直 覚∵滝剖 この地 方 の 主 聾者 で あ る漁 業 及び 農 業 と 動毛 の 鮭 缶 簡 保

tごつ LI-<この琴 で 考察 を和 え7lb ｡

卓/ 漁常 清 孝 凍 寒 と ぞ机 C伴 う水 蜜十JD,エ蔦 ､水 蜜藤 艶麗 につ し＼て

1)r受 H)現 状 も監 遜.す る .

S2.亀 寒漁 蕉 こL/i)敢 為 で殿 t暗 色 あ るを常 であ る鼠算漁 礁 はつ いて各素

面 から 考 賓 も細 54 ､二d)故 事 の轟 す る盛 事 素 が ､ど ん包形 IZ:I.漁 礁 章二支疎

していてるか 老臣.逮_.

n 藤尾の 旬 悪的 人 文的 乗鞍

Jg)蜘 前崎 義孝悉 蕉 J)娩求 と暗 色
Jg)汲 営 艦 敵 - これ (-Lつ い て Ei･濁水 塞斉 憲斉 藤 藩主値 毎の 失例 亙あ げ＼T=

H)句題 点

善3.巌 栄 二の敵 方 の 巌 常 夏現 状 を 車 肥 fZ(て ご <大意 か L7把握 し1-i ノ

奮4(怒 菊 L-_素 案 の匪日東 ､新 谷 .案 壕 ､動 側 ,大山 ､妻 妾の ､ZlliT/I,私 を寒声畑よ

して ､濃 紫 と厳寒 とが ニt/7地 方 で ttか ri結合 して い る ノJ＼宣♂)べ (努 鉦 ≠1
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の紀 外 筒 ど 塞 車 肥 ヒ レ こ )あわ 吐 て漁 葵 が 缶 臣 するが 凍 lニ患 者 押､ど'ん 亀

と蘇色 皇 卑 し ぞい る か 左通 べ た_a

施 冷 ､適 業 車 l亡の 地 域 櫨

以 上のよ う !二懲 悪 ､ 人文 素 魔 を葛 零 し更 1こその 上 )･=霞騎 する 産 常 箔勧 fZ

百を薗け て 空 と の ご 香 るが∴ それ はよ り鳴 ら 小 IZ_され T=と撃 ぬ れ る繭 新通

池 方の 漁 礁 を ヰ i-tBとする 姓 軒 性左 不 監 金 持 熔 ら 富と め てみ T=_ご く簡単 に

71 東 ぼ .祢 前痛 地 方 灯 釦 前崎 漫 軍 潜 常 碓∴尊 宅 の edJrd ZLm 飢額割を して

い る とい う ことが で きる と寧 う o

二 の性 格 笛 .この地 方 の 遼馨 凍 寒 林.大 黄 各 の t と (こし＼t 私書耽 る も の で

は包 < ､伝 統的 急地方 賓 狐及 び 地 気 常 軌 か Zよ る ヰ 企 常 的 漁 業 で垂 る とい

う紫 色や .この地方の え適 立地 的 頑 鹿 tZよ っ て,セ た ら され る ℃ C)で ある 二

と由 勿翰 であ るが 啓 に倒 前碕地 方 が褒 詞考 等 の -塵 の 漁 常姓 帝 に金 昏舵 Z

い る ことi三もよ る と考 え られ る ｡

っ護 り ､額拠 池 ヒ し得 る強 姦や水 峯 都 市 の 比 薮 衡 且 < に指 圧 している た

め ､現 在 a)よ う 畠形 の漁 業 が存 才乙皇 紀 け ら 机 る吟 であ る o蜘 前 碕 地方 宙以

上 のよ う竜 特 色 命 る遠洋 漁村 と して の 地線性夏 毛 する の であ る .

(以 上t)

広島県芦田川中流及び下流沖境地の

地理学的考察

延 岡 弁口 子

翰 丈cj童 叔 母次 の鏡 に 在っ て いる .

牙 一審 謁 替他 疎 の鹿 艶

j､ 自然 頗鹿 Ia l立 恩 ､交一 義

JF､ 入 管

1b 地 形 ､ _/-A/ 地 形廠配

IbZ 地 形 晒艶

Ic 地境鹿観

1d 気 象 Id/気 温

Idz鼠 勧 及び 風速

ld3時水婁

JFa 萄 山嵐 の新 cB覇発

D占 福 山廃 藩 工寒 地 帝 整 厳 寒 寒

Pc 干拓 地 ほ 敢 立 て る腰 牽

- 福 山 市 叫口農 協 地 区-
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